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新製品・リニューアルの動向
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クローズアップ！
特別広報企画

ーヒットを占う︕トレンド分析のスペシャリストが座談会形式でー



© 2025 Nikkei Business Publications, Inc. All rights reserved.

アジェンダ

概要
• 企画主旨
• 目的と目指したいこと

企画内容
• ページネーションおよびコンテンツ
• 媒体SNSでの投稿
• 実施時期

座談会参加予定者
• 日経トレンディ/日経クロストレンド発行人

勝俣哲生
• 元・日経トレンディ編集長       能勢剛
• 元・日経トレンディ編集長       尾島和雄
• 日経BP 総合研究所 客員研究員 品田英雄

参加条件
• 出稿
• 読者への満足感提供のお願い
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企画主旨

『日経トレンディ』は新商品やリニューアル 
   を応援する企画を実施します！
テレビやWEBなどのメディアから注目され報道されること
の多い『日経トレンディ』の「ヒット商品ベスト30＆ヒッ
ト予測100」。１年間のトレンドを総括し、翌年のトレンド
を予測する分かり易さと消費者の立場からのベネフィット
を徹底的に検証し、客観的な評価にその価値が認められて
いるからと考えます。11/2売のこの号以外にもう１つ注目
があつまるのが5/2売の「上半期ヒット大賞・下半期ブレイ
ク予測」。 本号は年初発売される新製品やRN
（リニューアル）から数か月でその動向からトレンドの予
兆やハシリを見極める視点が消費者に賛同をされ注目の号
となっています。その余韻が残る6/4売で商品やサービスに
高い感度のアンテナを張るアーリーアダプターの試し買い
の購入はもちろん、流行り物・トレンドに従うことでベネ
フィットや利便性を感じトレンドに従うアーリーマジョリ
ティーなどへ訴求に適した特別広報企画「ヒットを占う! 
『新製品·リニューアルの動向を』として実施します。

『日経トレンディ』6/4売
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本企画の目的と目指したいこと

新製品＆クライアントのRNのプレゼンス向上
• 認知度を高める
• 市場での位置付けを強化する
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有識者による座談会形式の検証
• 商品の魅力を肉声で
• USPを温度感を持って伝える

伝える上でこだわりたいこと
• 機能やユニークさ、企業の想いを掘り下げ伝える
• 販売数や話題性以外の要素にも焦点をフォーカス
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本企画で期待できること

アーリーアダプターへの接触
• 知名度やブランド力を活用
• ＲＮ＆新商品好きのアーリーアダプター
マジョリティーの嗜好をくすぐる

読者への満足感を高める要素
• 試飲や試食、先行体験
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アーリーマジョリティーへの拡散
• インフルエンス効果を期待できる同号の役割
• 他メディアのネタ本、参考資料的なモノに

読者への満足感を高める要素
• トレンド感やヒット感など流行り物を追随す
る嗜好を加味

• 試飲や試食、先行体験

編集コンテンツとは異なる魅力
• 市場への理解浸透の加速をフォロー
• 上半期ヒットランキングの余韻が残る次号での展開で融合感と期待される相乗効果
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読者への満足感を高める工夫

複数意見の集合知
（選定における議論の臨場感の盛り込み・座談会だからこそ）

• 評価者の顔を掲出
• リアルな肉声での評価を伝える

• 座談会形式の導入
• 評価をよりリアルに伝える

読者へ満足感の提供
• 試飲や試食の実施
• 先行体験などの提供
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2次利用に関して…①

• 流通などの登壇者と商品のコメントをベー
スに投稿

• 登壇者のコメントを活用
• 商品の特徴を記載

• 投稿したSNSの利活用は可
• ブーストの運用※は弊社に気兼ねなく
 クライアントさまサイドで実施下さい
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※2ガイド枠のスペースをベースに座談会の対応と併せて作成を予定

※2）掲載イメージ

※1：媒体SNS:日経トレンディのX（48.7万フォロワー）および
 Facebook（18万人）へ投稿します

※IGはありませんがFBへ投稿をするので利活用は可能です。
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企画専用ロゴを利活用した
POPや電子POPで商品を
アピール
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WEBなどの通販
• インフルエンス効果を期待できる同号の役割
• 他メディアのネタ本、参考資料的なモノに

流通（スーパー・CVSなど）
• インフルエンス効果を期待できる同号の役割
• 他メディアのネタ本、参考資料的なモノに

2次利用に関して…②
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ページネーションおよびコンテンツ
• 第１部：座談会のページ
• 第２部：ガイド枠を隣接し掲載1/2ページ
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概論記事（4P ※）の内容はBPに
お任せとさせてください

タイトル

第１部：座談会のページ

ガイド枠

ガイド枠

1/2ページ 1/2ページ

1/2ページ 1/2ページ

第２部：ガイド枠

ガイド枠 ガイド枠

ガイド枠 ガイド枠

1/2ページ 1/2ページ

1/2ページ 1/2ページ

ガイド枠に関しては原稿確認を致します ※ページス数は予定です



© 2025 Nikkei Business Publications, Inc. All rights reserved.

リアルでも訴求 「WOMAN EXPO 2025」※1

• 本企画の増刷りを来場者への配布：2,000名程度 ※2

• 展示会内ブースでの掲出

10

※1：6/7（土）渋谷ヒカリエホールで実施

イベント内風景 ブースイメージ （2024年実施・「日経トレンディ」ブースより）

※2：想定数。サンプリング場所はお任せとさせてください

https://web-cache.stream.ne.jp/www11/nikkeibpw/adweb/250607_ki_WOM_womexpo2025.pdf



© 2025 Nikkei Business Publications, Inc. All rights reserved.

出稿条件
①媒体への掲載
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実施料金
企画協力費: +100万円

・日経クロストレンドへTUを
3/1～6/30期間に開始したTU

・座談会で確かめられる物

あるいは

・ガイド枠
 日経トレンディ 6/4売へ掲載
 日経クロストレン 6/4より掲載開始

 「WOMAN EXPO 2025」での配布
 日経トレンディ・ブースでの商品掲出

申込み締切り
～4/25（金）

・増刷りの配布と商品の掲出

 日経トレンディ_6月上旬掲載開始
 ブーストの運用権

 読者に抽選で5名～10名
 座談会用として

②座談会と読者への商品提供
・商品提供

・媒体SNS（X/Meta）への掲載

・日経トレンディの3/4売～6/4売
期間内で4色1ページ以上の出稿
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座談会参加予定者

① 日経トレンディ/日経クロストレンド発行人
        勝俣哲生
② 元・日経トレンディ編集長

能勢  剛
③ 元・日経トレンディ編集長

尾島和雄
④ 日経BP 総合研究所 客員研究員 

品田英雄
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• 日経トレンディ6/4売で実施
※掲載原稿を流用し日経クロストレンドへも掲載
• 座談会は4月末実施
• 申し込みは4/18（金）まで

以上は予定者です。都合により変更になる場合があります
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座談会誌面のイメージ
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PR

PR

※「日経レストラン」で実施したものなので日経トレンディのページお越しとは異なります。

写真

写真
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お問い合わせ
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お問い合わせ
日経BP メディアビジネス推進部（担当：森川/中嶋）

team-ls@nikkeibp.co.jp

mailto:team-ls@nikkeibp.co.jp
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